
1月　OH -1
　富士山を背景に飛ぶ OH-1とAH-64D です。OH-1は純国産観測
ヘリコプターで高い機動性を持ち機敏な動きができます。AH-64Dは
対戦車ヘリコプターで、メインローターの上にレーダーを備え、多数の
地上の目標を探知でき、戦車、装甲車両などにとっては恐ろしい存在
です。

2月　警務バイクCB1000
　小型トラックに搭載された重機関銃です。キャリバー50とも呼ば
れ、対空戦闘、対地戦闘に使える機関銃です。ジョン・ブローニング
による基本設計は第 1次世界大戦後になされ、100 年の歴史を誇る
信頼性の高い名銃で、現在も世界中で使用されています。

3月　二式複座戦闘機「屠龍」
　防衛大学校 3 年生に課せられる恒例行事が断郊競技です。7～ 8
名のチーム単位で、背嚢を背負い戦闘ブーツで走るクロスカントリー
です。バテたメンバーの背嚢はチーム員が交代で担ぎ、声を掛け合い、
ある時は後ろから押されながらも全員一丸となってゴールを目指す
過酷な競技です。これが終わると小原台の覇者、4年生になるのです。

4月　九二式重機関銃
　爆撃機「飛竜」の機体に75 ㎜高射砲を機首に搭載し、敵機の防御
火器の射程外から撃破するという構想の下試作されました。しかし
B-29に対抗するには性能不足でした。22機が製造され、敵の上陸用
舟艇を攻撃するとして温存されたまま終戦を迎えました。

5月　10式戦車
　カワサキKLX250を自衛隊仕様にしたものです。偵察部隊や普通科
連隊の情報部隊が装備しています。道なき道を軽快に走り抜け敵情を
偵察します。ウイリーしながら機関拳銃で射撃していますが、通常携行
するのは 5.56 ㎜小銃です。
　軽快な機動性を生かして災害派遣などでも活躍しています。

6月　装輪装甲車 AMV
　現代の戦場は、常に監視されており、砲弾を撃てば直ちに位置を
特定され、撃ち返しが来ます。射撃を終わったら直ちに位置を変える
ため自走砲化が進んでおり、FH70 のようにトラックにけん引された
砲は退役が始まっています。しかし射撃位置の砲に隊員が飛びつき、
迅速に射撃準備をする熟練の技は感動的です。

7月　25式地対艦誘導弾
　チルトローター機で、ヘリコプターのように垂直に離発着でき、ロー
ターを前に向ければ固定翼機のように高速で飛行でき、将来の軍用
ヘリコプターの発展の方向性を示したと言えます。陸自の大型ヘリコ
プター CH-46 に比べ速度は 2倍、積載量 3 倍、行動半径は4 倍と
いう高性能です。

8月　九七式中戦車
　97式中戦車は、火力・機動力・防護力のバランスが取れ、先進的な
ディーゼル機関を搭載するなど優れた戦車でした。大東亜戦争全期間
の主力戦車として活躍し、特にマレー作戦では歩兵、工兵を随伴した
島田戦車隊による電撃戦は 97 式中戦車の名を大いに高らしめたもの
でした。

9月　G28E2狙撃銃
　4 軸 8 輪の装甲車に 74 式戦車と同じ口径の105 ㎜砲を搭載し
戦車なみの火力をもつ戦闘車両です。装輪ですから高速道路を走行
して迅速に長距離を移動できます。即応機動連隊や偵察戦闘大隊
などに装備されています。アクティブサスペンションの効果で砲塔を
真横に向けて105㎜砲を撃っても車体はほとんど動揺しません。

10月　25式高速滑空弾
　海軍の「零戦」と並び称される陸軍の傑作機「隼」です。抜群の格闘
戦能力、長い航続距離、12.7 ㎜機銃２つを装備し戦場を支配しまし
た。ニューギニア、東南アジア、中国などで大東亜戦争全期間を通
じ、防空、掩護、制空任務に従事しました。絵は南京の大校飛行場に
おける第 25 戦隊第 1中隊の「隼」です。

11月　16式機動戦闘車
　無人機、ドローンをターゲットにし、高出力レーザを指向、これらを
空中で破壊してしまうものです。今や戦場はドローンが支配すると
言える様相です。レーザ砲ともいえるこの装置は1 ㎞以上の距離から
探知・照準しドローンを破壊できるそうです。近い将来陸自の装備と
して戦力化されることが期待されます。

12月　二式単座戦闘機「鍾馗」
　16 式機動戦闘車の車体を元にした共通化車体に 30 ㎜機関砲と
7.62 ㎜チェーンガン装備の砲塔を搭載しています。車体後方には各種
のセンサーがあり、偵察能力の高さがうかがわれます。共通化車体の
装甲車両としてほかに 120㎜迫撃砲型、普通科隊員を乗せる装甲
戦闘車型もあります。
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2027年陸修偕行社カレンダーのご案内
2027年・令和9年の陸修偕行社カレンダーが
できました。旧軍と陸自の装備を水彩で
描いたカレンダーです。

　自衛隊装備写真のカレンダーは多く

ありますが、旧軍の装備を含めた水彩

画のカレンダーはとても希少です。

　陸修偕行社カレンダーとして、１部

６００円の廉価で販売いたします。

※カレンダーは A４中綴じ、見開きでA３の大きさ
　になります。
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陸修偕行社
カレンダー

元幹部自衛官と陸軍将校の会
公益財団法人陸修偕行社は、安全保障等に関する研究と提言、自衛隊に対する必要な協力、英霊及び
自衛隊殉職者等の慰霊顕彰、並びに定期刊行誌『偕行』の発行等により防衛基盤の強化拡充に寄与し、
我が国の平和と福祉に関する国政の健全な運営の確保に資することを目的としています。
この目的、事業に賛同される皆様のご入会をお待ちしております。
本年は、偕行社創立150周年となります。

●会員は

　普通会員（陸軍将校、陸軍将校養成課程、幹部自衛官であった方）

　家族会員（会員家族の方）

　賛助会員（陸修偕行社の目的に賛同し入会を希望される方）

　法人会員です。

　細部は陸修偕行社事務局にお問い合わせいただくか、

　下記HPをご覧ください。

　https://rikushukaikosha.or.jp

　陸修偕行社事務局 電 話０３-６３８０-０６２３
 FAX ０３-６３８０-０６２４

● 絵画／偕行アートクラブ会員　柴田幹雄

陸修偕行社HP
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画：偕行アートクラブ会員　柴田幹雄

FAX▶︎03-6380-0624     e-mail▶︎info@rikushukaikosha.or.jp
〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町12-22  VORT 5F 陸修偕行社事務局

販売価格

お申込み 希望される方は、はがき、FAXまたはEメールで希望部数、送り先の住所・氏名
電話番号及び「カレンダー希望」を記入してお申し込みください。

１部／600円（税込・送料別途）10 部以上注文された場合は、送料を無料サービスいたします。

※送金は現金書留または郵便局の振込取扱票でお願いします。　口座番号　00190-8-180617



●お 名 前

●お届け先

 〒

●お 電 話

● e-mail

商　品　名 販売価格 部　数 合計金額

2027年 陸修偕行社カレンダー  600円（税込） 　　 部 　　　　　　  円
※ カレンダー発送時に送料を含む金額での払込用紙を送ります。なお、今回のカレンダーは、発行部数が少ないため、
　 早めのご注文をお勧めします。10部以上注文された場合は、送料を無料サービスいたします。

https://rikushukaikosha.or.jp   e-mail ▶︎ info@rikushukaikosha.or.jp
〒160-0002 東京都新宿区四谷坂町12-22  VORT 5F 陸修偕行社事務局

e-mail でのお申し込み

FAXでのお申し込み

e-mail▶info@rikushukaikosha.or.jp

Fax▶︎03-6380-0624

2027年陸修偕行社カレンダー注文書


